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1.本 誌 は 、物 性 物 理 の 研 究 を共 同 で 促 進 す る た め 、研 究者 が その 研

究 意 見 を 自由 に発 表 し討 論 しあ い 、 また 、 研 究 に 関連 した 情 報 を速

や か に 交換 しあ うこ と を 目的 と して 、 毎 月1回 編 集 ・刊行 さ れ ます 。

掲 載 内 容 は 、 研 究 論 文 、研 究 会 ・国 際会 議 な どの 報 告 、 講 義 ノー ト、

研 究 に 関連 し た諸 問 題 につ い て の 意 見 、 プ レ プ リ ン ト案 内 、 ニ ュ ー

ス な ど で す 。

2.本 誌 に掲 載 され る論 文 にっ い て は 、原 則 と して 審 査 を行 な い ませ

ん 。 但 し、 編 集 者 が本 誌 に掲 載 す る こ と を著 し く不適 当 と認 め た も

の につ い て は 、 改 訂 を求 め 、 また は掲 載 を拒 絶 す る こ と が あ り ます 。

3.本 誌 の掲 載 論 文 を他 の学 術 雑 誌 に 引用 す る と きは 、著 者 の承 諾 を

得 た上 でprivatecommunicatbn扱 い に して 下 さ い。

投 稿 規 定

1.原 稿 は400字 詰原 稿 用 紙 を使 用 し、雑 誌 のぺ ― ジ数 を節 約 す るた め

に極 力簡 潔 に お書 き下 さい。

2.原 稿 は2部(オ リジ ナ ル原 稿 及 び コ ピ ー)提 出 して 下 さい 。

3.数 式 、記 号 の書 き方 はProgress,Journalの 投 稿 規 定 に準 じ、

ミス プ リ ン トが生 じな い よ うな処 置 を'とっ て 下 さ い。 上 ツ キ 、 下 ツ

キ 、 英 字 の 大 、 花 文 字 、 ギ リ シ ャ文 字 、oとaと0(ゼ ロ)、uとn

とr、cとe、1(エ ル)と1(イ チ)、xと ×(カ ケ ル)、uとv等 を

赤 で指 定 して下 さい 。

4.数 式 は3行 に わ た って 大 き く書 い て 下 さい 。

5.1行 以 内 に お さ ま ら な い可 能 性 の あ る長 い 数 式 等 は必 ず 改 行 の 際

の 切 れ 目 を赤 で 指 定 して 下 さ い 。

6.図 は その ま ま 印刷 で きる も の を原 稿 に添 え て 下 さ い。 図 の縮 尺 、

拡 大 は 致 しま せ ん 。1頁(13×19c㎡)以 内 に入 ら な い図 、 そ の ま ま印

刷 で き な い 図 は原 則 と して 著 者 に返 送 し、書 き改 め て い た だ きま す 。

図 、 表 の 説 明 は別 紙 に書 き、 本 文 中 に挿 入 位 置 を赤 で 明 示 して下 さ

い0

7.投 稿 後 の 原 稿 の訂 正 はで きる だ け さ け る よ う に して 下 さ い。

8.別 刷 は 原 則 と して作 り ませ ん 。 ど う して も別 刷 が入 用 な場 合 は 、

投 稿 の 際 に所 要 部 数 を50部 単 位 で 申 込 ん で 下 さい 。 別刷 代 は下 記 方

式 に よ り、 現 金 で 納 入 して い た だ き ます 。

(郵 券 に よ る受 付 は い た しませ ん)

p:物 研 出 来 上 り頁 数

x:別 刷 所 要 部 数

a:別 刷1頁 の 代 金3円

b:製 本 代(別 刷1部 に っ き)30円

別 刷 代 一(ap十b)x+送 料

別 刷 代 金 は別 刷 を 受取 って か ら、1ケ 月以 内 に納 め て 下 さ い 。 そ

れ よ り遅 れ た場 合 に は 遅 滞 追 徴 金 を 請 求 され る こ とが あ ります か ら、

御 注 意 下 さ い。

9.原 稿 締 切 日 は毎 月10日 で 原 則 と じて 次 月発 行 誌 に掲 載 さ れ ま す 。
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基 研 研 究 部 員 会 議 ・運 営 委 員 会 報 告

1882年1月21,22日 に研究部員会議 が,21,23日 に運営委員会 が開かれた。物性研究者 に

関係 のあることを中心 に,主 な事柄 について報告 したい。

1.次 期研究部員

物性百人委員 による投票結果 に基づ き,物 性 関係 の次期研究部員(任 期'82.4.1.-84.3.

31)が つ ぎのよ うに決 まった。

逢坂 豪(鳥 取大養),福 山秀 敏(物 性 研),三 輪 浩(信 州大養),吉 森昭夫(阪 大基工)

渡部三雄(広 大総科)。

なお,83年3月31日 まで任期 のある現研究部員 は下記 の通 り。

鈴 木増雄(東 大理),豊 沢 豊(物 性研),斯 波弘行(物 性研),合 田正毅(新 潟 大工),

中山正敏(九 大養)。

2.所 長改選

所長の改選 が行われ,現 所長牧二郎氏が再選 された。任期 は2年 。

3.外 国人客員部門の新設

昭和57年 度 予算案 で,基 研 に外 国人客員部 門が新 設 され ることが内定 した。分野 はparti-

clecosmologyと して,人 選 をすす めるこ とにな った。

4.昭 和57年 度外国人研究員

物性関係 で ローマ大学 のDiCastro教 授(統 計物理学)を 申請 した。今年8月 ～10月 の2

ケ月間来 日の予定 である。

5.所 員公募

氷上忍助手 の東 大教養学部への転 出が内定 している。その後任 を公募す ることが決 まった。

種 々の議論 があったが,結 局,「助教授 または助手1名,分 野:物 性論 ・統計物理学,任 期3～

6年 」 として公募 することになった。このポス トは,時 限付部 門 「統計物理学」が新設 された

際,振 りかえで助教授 のポス トに格上 げにな ってい るので,今 回の公募 では助教授 を採 ること
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ができる。基研 のス タッフに若 い人がいな くなるのはいろいろな点 で困 るので,助 教授 であっ

て も若い人 を採 るべきだろ う,と い う意見が強 く出 され た。〆切 は5月31日,詳 細 は 「物性

研究」1月 号,「 会誌」3月 号 を見て下 さい。

6。1983年 のKyotoSummerInstitute

蔵本 由紀氏(基 研)か ら 「ChaosandStatisticalMechanics」 が提案 され,承 認 され た。詳細

は資料参照。

7.昭 和57年 度研究計画

物性 関係では下記の3件 と物性若手夏 の学校へ の援助 が決 まった。()内 は世話人代表,詳

細は資料参照。

(1)ソ リトン系 のダイナ ミックス とそれに関す るカオスの問題(和 達三樹)

(2)非 線形緩和過程の統計物理(柴 田文明)

(3)カ オス とその周辺(蔵 本 由紀)

8.湯 川博士追悼行事

研究部員会議 としての追悼 シ ンポ ジウム を3月 下旬に行 うこ とにな った。

9.プ ログレスの編集体制

Editorで あった湯川博士が逝去 されたので,今 後 の編集体制 をど うすべ きか考 えなけれ ばな

らない。 このことにつ いて議論 があった。運営委員会 ののち,運 営委員 とプログ レスの

AdVisoryBoardと の懇談 も行 われ た。種 々の意見 が出 されたが,長 期的 には刊行会理事会 の規

約 を改正 して,編 集 ・刊行 の両面での責任 体制 を明確にすること,当 面 は現在 のassociateeditors

のメンバーをeditorialcommitteeと して編集 を続 けることとなった。

10.基 研研究員(湯 川奨学生)の 選 考

多数 の応募があったが,物 性 では大同寛明氏(基 研 ・継続)に 決 まった。

11.ア トム型研究員

物性 ではつ ぎの3氏 が決 まった。各1ケ 月a

田中稔次朗(鹿 児島県立短大),林 秀光(物 性研),高 野健一(北 大工)。

以 上(基 研 ・長岡洋介)
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資 料

長 期 研 究 計 画

1ソ リ トン系 の ダイナ ミ ック ス とそ れ に関 す るカオ ス の問題

イ)研 究内 容

複 雑 な自然 現象 のな か に,基 本 的 な規 則性 を見 出 し,法 則 と して体 系化 す る こ とに よっ て,混 沌 として

多様 な形 で現 出 す る様相 の本 質 を把握 す る方法 を確立 した近 代物 理 学 の発 展 は,非 線 形性 が本 質的 な難 問

題 に対 して も,解 析 的 な厳密 解 に基 づ き系統 的 な研 究 を進 め る こ とが で きる段 階 に まで到 達 した。 即 ち,

簡単 な力 学的 モ デ ルに対 す る数 値 実験 に よ って,Fermi達 は非線 形 相 互 作用 が系 の乱雑 化 を生 じない とい

う事 実 を発 見 した のは1955年 の こ とで あ った が以来,非 線 形現 象 にっ い て の研究 は,連 続 ・無 限 自由度

の極 限 と して の波 動現 象 にお い て確立 され た ヒくソ リ トン"の 描 像 に関 す る理 解 と,一 方,こ れ とは逆 に,

自由度 の少 ない非線 形 力 学系 に お け る"カ オス"の 描 像 に っ い て の理 解 を基 軸 と して,広 く豊 か な発 展

を遂 げた 。

特 に,ソ リ トン系 に関 す る研究 では,我 が国 に おい ては,戸 田格 子 の発 見,谷 内 等 に よ る逓 減摂 動 論 の

完成,広 田微 分 法 の確 立 を中心 に,多 くの独 創的 研究 が遂 行 され,諸 外 国 の研 究 者 の注 目を惹 いて きた。

実在 す る物理 系 を,ソ リ トン系 と して抽 象 化 し,そ のダ イナ ミ ック スを究 明 し よ う とす る とき,非 線 形 効

果 の他 の一 面,即 ち,自 由度 が限 定 され て い るに もか かわ らず カ オ スの状 態 が 帰結 す る とい う,こ の側 面

はどの よ うに関与 して くるの だ ろ うか?非 線 形 物理 学 の主要 な課題 は,こ こに フ ォー カス され る よ うに

なった 。

具体 的 に整 理 してみ る と,問 題 は

1.物 性 に お け る ソ リ トン ・モ ー ド(非 線形 励 起 の役 割,特 にそ の統 計力 学 的 ふ る まい)を 明 らか にす る

こ と。

2.ひ も,渦 糸,渦,等 本 質的 に非線 形 な運動形 態 を,ソ リ トン系 の ダイ ナ ミ ック スの理 論 の拡 張 と して

解 明 し,ソ リ トン系 の理論 の多 次元 的 一般 化 を果 す こ と。

3・ ソ リ トン系 の量子 論 の研 究 に よ り,従 来 か ら知 られ て い るべ 一テ仮 説 の方 法,転 送 行 列 の方 法 な どを

含 む一 般 的 な理論 体 系 を確 立 す る こ と。

4・ ソ リ トン系 をモ ヂ ュ レー トした時 の カオ スの発生 等 の主題 にっ い て,当 面 の1年 及 至3年 の間 に,格

段 の研 究 の進 展 が予 想 され る。今 や,こ れ らの主題 を綜 合 的 に研究 し,ソ リ トン系 の ダイ ナ ミッ クス と

カ オス の問題 を,基 礎 物 理 学 の法 則 体系 と して完成 させ るべ き時期 が到 来 してい る といえ る。

諸 外 国,特 に 米 国,ソ 連 に お け る研究 と,我 が国 に お け る研 究 の現 状 を比 較 す るな らば,組 織 的 な研

究計 画 の欠如 に よ り,初 期 に おい て世界 の研究 を リー ドして い た我 が国 の ソ リ トン系 に関 す る研 究 も,次
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第にその優位を失おうとしている。それ故qソ リトン系のダイナミックスとカオズ'に関する研究を,基 礎

物理学研究所長期研究計画として提案し,将 来における我が国の創意あふれる研究の発展の基盤 を固める

ことに努力したい。

ロ)世 話人:戸 田盛和(横 浜国大),武 野正三(京 都工繊大),和 達三樹(東 大),市 川芳彦(名 大)

(*連 絡責任者 懸提案説明者)

ハ)研 究計画実施の方法

D拡 大世話人会(13名)

5月 ～6月2日 間

ii)公開研究会(45名)

12月N1月4日 間

短期研究会

2.非 線形緩和過程の統計物理

イ)主 旨及び問題点

緩和現象というのは古 くから物陸および統計物理学の中で中心的課題の一っである。広い意味での分光

学(ESR,NMR等 を含んで)も 緩粕 とい う問題 と絡んで進展 してきている。最近では中性子散乱,μSR

も活発に研究手段 として用いられてきている。このような実験手段の進展と極低温技術の開発 とによって

緩和過程の研究はますます深みを加えつつある。ことに非線形性の重要さが認識 され研究が進みはじめて

いる。

現象それ自体 としては多くのものがある。現在関心を集めているものは,ス ピノーダル分解,核 生成,

結晶成長,さ らにはべナール ・セルなどの散逸構造の形成にからむ諸問題,古 くからの典型的な緩和現象

であるスピン緩和,レ ーザー発振にまつわる非線形性の問題,固 体中を転播する励起子,μ 一中間子の拡

散と緩和の機構等,極 めて多彩な局面を見せている。

以上のような現状を踏まえて,本 研究会では一っには現象の整理を行なう。そしてこのような多彩な現

象に共通する非線形現象を追求する。多くの現象の存在にもかかわらず,そ の根底には共通 した機構 と原

理 とが横たわっているであろう。このことの解明が本研究会のテーマである。

ロ)世 話人及び提案説明者

有光敏彦(筑 波大),北 原和夫(静 大 ・教養),柴 田文明(お 茶の水大 ・理),富 田博之(京 大・教養),

古川 浩(山 口大 ・教養)(。 印,連 絡責任者*印,提 案説明者)

ハ)研 究会開催希望時期及び日数

昭和57年7月 中旬2'-3日

3.カ オスとその周辺

イ)要 旨
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統 計 力学 の基 礎 で あ るエ ル ゴー ド問題 は,非 線 形数 学 の発展 に伴 い,近 年,新 しい局面 を迎 え よ うと し

て い る。熱平 衡 状態 とそ の近 傍 の線 形領 域 に限 られ て い た従 来 の理 論 か ら,非 線 形 開放 系 の統 計理論 の建

設 にむ か いっ つ あ る現 時点 で,統 計 力 学 が この エ ル ゴー ド理論 の新 た な展開 をみ ず か ら担 って ゆ くこ とが

急 務 とな って い る。過 去数 年 にわ た り,こ の よ うな動 きの中 で 璽喝カオ スの統 計 力学"へ 多 大 の 関心 が む け

られ,《 く分子 的 混沌"と は質的 に異 る ミヒ巨視 的揺 動"と して の カ オ ス の描 像 が しだい に明 らか に され つっ あ

る。

更く分 子的 混沌"に お いて は問 われ る こ との なか
った,電如 何 に して カオ スが発生 す るか'と い う問 い は,

く`巨視 的揺 動"に お い ては避 け る こ との出来 ない重要 な課 題 の一 つ で あ る
。 カ オ スに至 るい くつ か のル ー ト

(homoclinicheteroclinicorbit,2n-bifurcationcascade,intermittency)の 発 見 は,分 岐理 論 と

位 相 力 学 の発 展 に さ さ え られ て,着 実 に新 理 論 の完 成 にせ ま りつ っ あ る。 またstrangeattractorの

Hausdorff次 元 とい うカ オ スの 自己相 似性(self-similarity)の パ ラ メター の発 見 は,カ オ ス をく精 造安

定 相"と して 計量的 に把 え るこ とを可能 とす る と ともに,カ オ スの内部 秩序 を把 え る為 に有 効 な視 点 を提

供 してい る。 一方,位 相 的 ユ ン トロピーやLinkingindexの 概 念 は,カ オ スの ミク ロな構 造 に立 ち入 る

自 己相 似性 概念 とは相 補 的 な立揚 か ら,strangeattractorの トロポ ジー的大 域 構造 を抽 出 しつ つ あ る。

さ らに,Bowen-Ruelleの エ ル ゴー ド理論 に よ り導 かれ る特 異分 布 関数 の理 論 的 研究 とな らん で,カ オ ス

の 唄 常 拡散 現 象"の 統 計理 論 の建 設 も開始 され てい る。

これ らのヵ オ スの 数 理的 研 究 は量子 系 カ オ スの研 究 を も刺 激 しつつ あ る。量 子 力 学 まで も含 め た力 学 的

世 界 像 と確 率 的世 界像 の和 解 を押 し進 めつ つ あ るカ オ ス研 究 の意義 は,統 計物 理 学 の今 后 の発 展 に とって

は言 うま で もな く,諸 科学 全般 に とって測 り知 れ ぬ ほ ど大 きい と言 え る。

カ オ スの研 究 は物 理,化 学 的 さ らに生 物 学 的対 象 に 巾 ひ ろ く分 布 してい る に も拘 らず,そ の本 質 はカ オ

ズの物 理 学 的解 明 とそれ か ら導 かれ る新概 念 の構 築 にあ るこ とは論 をま たな い。 と くに統 計 力学 の立揚 か

らす る と,無 限 自由系 カオ スの統 計理論 の建 設 に特別 の注 意 が む け られ な けれ ば な らない。流 体 力学 的 乱

流,反 応拡 散 系 乱流 の研 究 を核 としつ つ,以 下 に掲 げ る諸 課 題 をめ ぐって研究 会 を組 織 して ゆ く予定 で あ

る。

課題

1)発 達 した乱 流 の統 計理 論

2)反 応 拡散 系,及 び非 線 形 波 動 の カ オスの統 計理 論

3)カ オ スの数理 的 研究

4)カ オ スの発生 機 構(流 体 系,化 学 反応 系,光 学系,Ecosystem,な ど)

5)カ オ スの 内部構 造

6)非 平 衡状 態 の 臨界 現 象(ス ピノダル分解,整 合 不 整合 相転 移 な ど)

7)異 常雑 音(1/f雑 音 な ど)

ロ)提 案者

相 沢 洋二(京 大 ・理),池 田研 介(京 大 ・理),北 原和 夫(静 大 ・教 養),蔵 本 由紀(京 大 ・基 研)

大 同寛 明(京 大 ・基研),八 幡 英雄(広 大 ・理),山 田知 司(九 州 工 大 ・物 理)(ア イ ウエ オ順)
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基研 研 究部 員会 議 ・運 営 委 員会 報告

(。 印 連 絡 責任 者*印 提 案説 明者)

ハ)10月 ない し11月 に3日 間 の公募 に よ る研 究会 を行 う。

198ろ 年 京 都 サ マ ー ・イ ン ス テ ィ チ ュ ー ト(KIS)企 画

ChaosandStatisticalMechanics

a)内 容

力 学系(保 存 系,非 保 存系)が 示 す複 雑 な運動 様式 は一般 に カ オ スと呼 ばれ るが,最 近10年 をふ り返

っ てみ る と,こ の問題 が,以 前 には考 え られ なか っ た ほ ど大 きな影 響 を物 理 学 の各 方 面 に及 ぼ しつ つ あ る

よ うに思 え る。現 状 は,1.カ オテ ィ クなふ る まい を示 す体系 が次 々 と実験 的 に見出 され,又,理 論 的 に

もこの可 能性 が種 々の系 に対 して予 測 され て い る。2.カ オ ス発生 の機 構 に一 種 の普 遍則 が存在 す る こ と

が明 らか に され,こ れ をめ ぐる理論 と実 験 が急 速 に進 歩 しつつ あ る。3.プ ロ トタイ プ と見 な され る数 学

的 モ デ ルに対 して,カ オ スの数学 的構 造 の研 究 が進 ん で い る 等 に要約 で きよ う。 それ ぞれ に対 して,わ

が 国 か らも重 要 な寄 与 が少 な か らず な され て い る。今 回の企 画 にお いて は,財 政的 な制 約,外 国 人招 待 者

の研 究 分 野上 の一 定 の制約 等 に よ り,さ ほ ど広 汎 なテ ー マ をカバ ーす る こ とは期 待 で きな い。 しか し,カ

オ スの分 野 で わが国 の若 い優 れ た研究 者 が数 多 く生れ つ つ あ る現在,こ の よ うな企 画 は時宜 を得 た もの と

思 う。具 体的 には第 一線 で活 躍 してい る内外 の研 究者 に よ るReview的 な講義 を計 画す る と ともに,国

内 の,特 に若 い研 究 者 の研 究発 表 の機 会 が 充 分 に与 え られ るよ うに配慮 したい 。

b)実 施 時 期 お よび 目数

8月 下旬 又 は9月 中旬 の4～5日 間

c)参 加者 の対 象 と規模

実 験家 を含 む研 究者 一 般,国 内 ・国 外 併 せ て80人 程度

d)招 待 したい研 究者 な い し講 師

SA.Orszag,J.P.Gollub,Y.Pomeau,G.Iooss,U.Frisch等,他 若 干 名 の国 内講獅

e)同 時 期 に行 わ れ る関 連分 野 の企 画

IUTAMSymposiumonTurbulenceandChaoticPhenomenainFluidsが9月4日 よ り10日

迄 京 都 で開 かれ る。 内容 的 に は本 企 画 と強 い 関連 をもつ が,前 者 が ほ ぼ流 体乱 流 に 限 られ るのに対 して,

本 企 画 で は も う少 し広 い カオ テ ィ クな現 象 を念頭 にお い てい る。

f)当 面 下記 の者(提 案者)が 世 話 人 とな る。

蔵 本 由紀(基 研),冨 田博 之(京 大教 養),相 沢洋 二(京 大 理),八 幡 英 雄(広 大 理),北 原 和 夫(静

大教 養),大 同寛 明(基 研)
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プ レ プ リ ン ト 案 内

〔東 京 大 学 理 学 部 物 理 ・鈴 木(増)研 究 室 〕

(782)Real・SpaceRenormalizationGroupApproachtotheKineticIs血gModel

HiroshiTakanoandMasuoSuzuki

(783)CriticalSlow血gDowninStochasticProcesses.I

M.Suzuki,K.KanekoandS.Takesue

(784)CriticalSloWingDowninStochasticProcesses.II

-Noise-IhducedLong・TimeTailinRandomGrowing・RateModels-

M.Suzu短,S.TakesueandF.Sasagawa

(785)TheoryofRandomBondModel

T.OguchiandF.Takano

(786)HighTemperatureSeriesExpansionfortheSusceptibilityofthed-DimensionalRandom

IsingModel

S.Okamoto,T.OguchiandY.Ueno

(787)TheoryofGeneraliZed3-StatePottsModelandAntiferromagneticPottsModel

T.OgUchi,T.IshikawaandH.Yoshida

(788)Dipole・DipoleInteractionasaPossibleOriginofIncommensurateMagneticStructures

inTriangularAntiferromagnets

HiroyukiShiba

(789)RenormalizedFieldTheoryofWeaklyAllisotropicAntiferromagnetsunderGaussian

RandomFields

MichiyoshiOku'

(790)AnomalyofSpecificHeatDuetoKingks
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プ レ プ リ ン ト案 内

K.SasakiandT.Tsuzuki

(791)TheEffectofMagneticFieldontheDensityofStatesofTwo-DimensionalDisordered

Systems

T.Tsuzuki

(792)MagneticFieldEffectontheDensityofStatesofaTwo-DimensionalRandomSystem

T.Tsuzuki

(793)MonotonicityoftheMolecularElectronicEnergyintheNuclearCoordinates

ElliottH.Lieb

(794)AnalysisoftheThomas・Fermi・VonWeizsackerEquationforanInfiniteAtomwithout

ElectronRepulsion

EiliottH.Lieb

(795).SolitonsjnOne―DimensionalHelimagnets

K.SasakiandT.TSUZuki

(796)Co㎜entsontheWKBAppro舳tioninC紐culationsof照nkFreeEnergies

K.Sasaki

(797)RenormalizedFieldTheoryofQuenchedSystemunderGaussianRandomFieldsCon-

jugatetoNoncriticalSp㎞Field

M.OkuandR.Abe

(798)DynamicCorrelationsBelowStructuralPhaseTransitionsinWeaklyAnisotropicSystems

G.Meissner,N,MenyhdhdandP.Sz6pf自1usy

(799)FluctuationsintheLimitCycleStateandtheProblemofPhaseChaos

P.Sz6pfalusyandT.T61
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プ レ プ リ ン ト案 内

(800)PatternFormation:ALandau・TypeAnalysisofSymmetry.Breaking

Z.R五czandT.T61

(801)RandomIsingModelintheMagneticFieldatT=0.1

-Thedistributionoftheeffectivefields-

S。KatsuraandN.Miyamoto

(802)SpinGlassoftheSite-RandomIsingModelwithFirstandSecondNeighborInteractions

S.KatsuraandK.Konishi

(803)SpinglassandsuperantiferromagnetinthesitedilutedIsingmodelonthefrustrated

squareandfcclatticeswithfirstandsecondneighborinteractions

S。Katura,S.Fujiki,T.SuenagaandI.Nagahara

(804)Cubeclusterapproximationfbrthespinglassinthesimplecubiclattice

S.Fujiki,Y.Abe,andS.Katsura

(805)ExcitationspectrumoftheferromagneticIsing―Heisenbe1・gchainatzerofield

T.SchneiderandE.Stoll

(806)ExcitationSpectrumofFerromagneticxxz-Chains

T。Schneider.andE.Stoll

(807)ExcitationSpectrum.ofPlanarSpin1.2Heisenbergxxz―Chains

T.Sc㎞eiderandE.Stoll

(808)ExcitationSpectrumofferromagneticHeisenbergChains

T.SchneiderandE.Stoll

(809).OnDangerousIrrelevantOperators

D.J.AmitandL.Peliti

(810)EffectofInterstateInteractions .onSpecificHeatandMagneticSusceptibilityin
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プ レプ リ ン ト案 内

Anderson・LocalizedSystem

T.TakemoriandH。Kamimura

(811)NonlinearσmodelsonsymmetricspacesandlargeNIimit

S.HikamiandT.Maskawa

(812)CriticalExponentsandMarginalityoftheFour-State、PottsModel:MonteCarloRe・

no㎜ 誕izationGroup

R.H.Swedsen,D.AndelmanandA.NihatBerker

(813)ScalingTheoryfortheCriticalityofFluidsBetweenPlates

M.E.FisherandH.Nakanishi

(814)CubicN-vectormode玉andrandomlydiluteIsingmodelingeneraldimensions

K.E.NewmanandE.K.RiedeI

(815)BetheAnsatzQuantumSineGordonThermodynamicsII:TheSpecificHeat

M.FowlerandXenophonZotos

(816)BetheAnsatzQuantumSineGordonThermodynamicsIII:FiniteTemperature

ExcitationSpectrum

X.ZotosandM.Fowler

(817)UnbiassedEst㎞ationofCorrectionstoScalingbyPartialDifferentialApproximants・

J―HuetChenandM.E.Fisher

(818)NoetherCurrentsandAlgebraicStructureoftheHiddenSymmetryfbrSuper―Chiral

Fields

.Ling ―LieChau
,GeMo-1inandWuYong.shi

(819)One・DinensionalManyBosonSystem.I

ExactSolutioninFieldTheoreticalFo㎜

S.SasakiandT.Kebukawa
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フ.レ プ リ ン ト案 内

(820>One-DimensionalManyBosonSystem・II

OrthogonalityofeigenstatesandtheirIevelstructure

S.SasakiandT.Kebukawa

(821)One-DimensionalManyBosonSystem・IIIUnitaryTransformationandExactlyDressed

BoseParticle

S.SasakiandT.Kebukawa

(822)One-DimensionalManyBosonSystem・IVCondensationandExcitationEnergy

S.SasakiandT.Kebukawa

(823)Monte-CarloCalculationoftheThermodynamicPropertiesofa1・dfermionlatticemo'del

,HansDeRaedtandAdLagendijk

(824)OntheoryofthestatisticalgeneratingfUnctionalfortheorderparameter(1)

―Generalformalism

Z.G・Zhao,S.Z・Bin,H.B-Lin,YuLu

(825)Ontheoryofthestatisticalgeneratingfunctionalfortheorderparameter(II)

-DensityMatrixandtheField.TheoreticalStructureoftheGeneratingFunctional

Z.G―Zhao,S.Z-Bin,H.B・Lin,YuLu

(826)Ontheoryofthestatisticalgeneratingfhnctionalfortheorderparameter(III)

-EffectiveActionFormalismfbrtheorderparameter

Z.G.Zhao,S.Z-Bin,H.B-Lin,YuLu

(827)RenormaliZedFieldTheolyofRhombohedralAnti・FerromagnetswithWeakSpin

Anisotropy

MichiyoshiOku

(828)ApPlicationofthePh俘nomenologicalReno㎜alizationtoPercolationandLattice

AnimalsinDimension2

B.DerridaandL.DeSeze
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プ レ プ リ ン ト案 内

(829)ASelfAvoidingWalkonRandomStrips

B.Derrida

(830)AdiabaticEliminationforSystemsofBrownianParticleswithNonConstantDamping

Coefficie】ats.

」.M.Sancho,M.SandMiguelandD.DUrr

(831)Q・StatePottsModelsinHamiltonianFieldTheoryforQ>4in(1+1)-Dimensions

(832)MonteCarlostudyofthe3・statePottsmodelwithtwo. .andthree.bodyinteractions

Y.Saito

(833)MeltingofDislocationVectorSystemsintwoDimensions

Y.Saito

(834)Period・Doubl沁gBifUrcationsandAssociatedUniversalPropertiesIncludingParameter

Dependence

HiroakiDaido

(835)VariationaEstimationoftheMassGapilU(1)andSu(2)GaugeTheoriesin2+1Di・

menSlons

A.Patkos

(836)OntheGlobalCharacterofSomeRestrictedEquilibriUmConditions-ARemarkon

Metastability

J.FemandoPerezandR.H.Schonmann

(837)EffectsofElectricandMagneticFieldsontheDensityofStatesofTwo・Dimensional

I)isorderedSystems

T.Tsuzuki'

(838)ReductionofDyanmicalDegreesofFreedomintheLargeNGaugeTheory

T.EguchiandH.Kawai
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フ。レ プ リン ト案 内

(839)Onthecalculationof.timecorrelationfunctioninmany.bodyproblems

(840)的ders・nL・ ・alizati・・i・Tw・-Dim…i・nalPh・ …Sy・t・ms-Q・ ・nt・mE脆 ・t・flrreg-

ulartiesonBerez血skki-Kosterlitz-ThoulessTransition.

K.MiyhkeandM.It・

(841)OntheWidthoftheCriticalRegion㎞DiluteM斧gnetswithLongRangePercolation

A.AharonyandD.Stauffer

(842)AParisiEquationforSompolinskゾsSolutionoftheSKModel

C。DeDominicis,M.GabayandB.Duplantier

(843)Freeze・inTransitionofAnharmonicOscMatorSystemwithQuenchedRandomInter-

actions

S.NambuandS.Naya

(844)Aseif・consistenttreahnentoftheKosterlitz・Thoulesstransitionofthetwo-dimensional

classicalSine・GordonModel

T.Sakaguchi,T.TamaribuchiandS.
.Takada

(845)AMicroscopicTheoryoftheLambdaTransition

T.Toyoda

(846)Classi・alLimit・f・nl・ducedH・rm・ni・0・cil1・tig・WithR・di・ti・nD・mpi・g

T.ToyodaandK.Wilde㎜uth

(847)Fi・it・T・mp・ ・at・・eE・ ・it・tign・gfth・SY4Spi・Chai・

MasatoshiImada

(848)KramersTimeinWeaklyNonPotentialSystems

B.Caroli,C.Ca;oliand'B.Roulet

(849)Two・dimensionalclassicalrepresentationsofthepartitionfunctionofthesp血 ―1/2chain・

H.D.Raedt,A.LagendijkandJ.Fivez
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プ レ プ リ ン ト案 内

〔東 京 大 学 理 学 部 物 理 ・和 田 研 究 室 〕

(170)TheoryoftheRadialDistributionFunctions血 α一AgI

HidemitsuHayashi

(171)Inte㎜ittency孟ntheptesenceofnoise:Arenormalizationgroupformulation

J.E.HirschandM.NauenbergandD.J.Scalapino

(172)DynamicsofspinglasseddetectedbyMuonspinrelaxation

Y.」.UemuraandT.Yamazaki

(173)TheSpin・WaveTheoryofSolid .3He・Pseudo6-D㎞ensionalSpinMethod・

ToshiyukiUsagawa

(174)CommentsontheWKBApproximationinCalculationsofKinkFreeEnergies
「

KazuoSasaki

(175)MagneticFieldEffectontheDensityofStatesofaTwo・DimensionalRandomSystem

T.Tsuzuki

(176)TheEffectofMagneticFieldontheDensityofStatesofTwo・DimensionalDisordered

Systems

ToshioTsuzuki

(177)TheIsingModelforPopulationBiology

HirotsuguMatsuda

(178)EffectofInterstateInteractionsonSpecificHeatandMagneticSusceptibilityinAnderson-

LocalizedSystem

T.TakemoriandH.Kamimura

(179)One-D㎞,n,i・n・IM・ ・yB…nSy・t・m.1・ExactS。1、iti。ninFi,ldTh,。,eti、 。IF。,m

ShosukeSasakiandTakejiKebukawa
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プ レプ リ ン ト案 内

(180)One-DimensionalManyBosonSystem・II=Orthogonalityofeigenstatesandtheir

ieVelStrUCtUre

S.SasakiandT.Kebukawa

(181)One-DimensionalManyBosonSystem・III:UnitaryTransformationandExactlyDressed

BoseParticle

S。SasakidndT.Kebukawa

(182)One-DimensionalManyBosonSystem.IV:CondensationandExcitationEnergy

S.SasakiandT.Kebukawa

(183)'SolitonsInanEasy―planeferroinagneticcha㎞

P;KunarandV.K.Samalam

(184)S・lit・nI・ ・t・bilityin・nE・ ・yPl・n・Ferr・m・gn・t

PradeepKumar

(185)SolitiQnDynamicsonaFerromagneticChain

G.WysinandA.R.BishopandP.Kumar

(186)Intermittency・ ・AnotherRoutetoC}aos

D.J.Scalopino,J.EHirschandB.A.Huberman

(187)QuasiparticleLifetimeind盤orderedTwo-DimensionalMetals

ElihuAbrahams,P.W.Anderson,P.A.Lee,andT.V.Ramakrishnan

(188)MultipleSpinEchoesinSuperfluid3He

YasumasaHasegawa

(189)SolitonsandtheexcitationspectrumoftheclassicalIsing・HeisenbergFerromagneticChain

H.R.Jauslin,T.Schneider,E.StollandJ.M.Loveluck

(190)E・ ・it・ti・n・pect・ ・m・fFerr・m・g・ ・ti・H・i・e・b・TgCh・in・.
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プ レ プ リ ン ト案 内

T.SchneiderandE.Sto皿

(191)TransientBehaViorofWeaklyDissipativeSystems

B.A.Huberman

(192)EffectofaSinusoidalMagneticFieldonOne-DimensionalSupercon.ductors

Y。SuzumuraandK.Ishino

(193)Effects・ofElectricandMagneticFieldsontheDensityofStatesofTwo・Dimensional

DisorderedSystems

T.Tsuzuki

(194)DirectProofoftheH・Theoremforthe(Two・Body)Bogolub6v・Green・CohenEquation

S.Shinomoto

(195)ElementaryTheoryoftheEquationofStateandthePairDistributionFunctibnforthe

HardSphereSystem

S.Shin()moto

(196)ResistorCoupledJosephsonLogic(RCJL)

J.Sone,T。Yoshida,andH.Abe
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編 集 後 記

湯川先生がお亡 りに な ってそ ろそ ろ半年 にな る。3月 末 には基研 としての追悼 シンポジ ウ

ムが予定 されている。

先生 が基研 を退官 されてか ら10年 以上 になる。 基研 としては精神 的中心 を失 った ことは大

きいが,ご 逝去 によ りフ ォーマルな問題は生 じない。 しか し,プ ログ レスについては,先 生 は

お亡 りになるまで刊行会 の理事長であ り,Editorで あった。これか らの編集体制 をどうす るか

が,い ま問題 になっている。

「物性研究」の編集 ・刊行 は,創 刊以来基研 が中心 にな り,近 くの研究者 の協力 をえて続 け

てきた。 「物性研 だ よ り」 のよ うな研究所 の刊行物 ではないが,基 研 の機関誌的 な性格がない

でもない,編 集 ・刊行 の事務は基研の中で行 ってい るし,刊 行 の責任者 には基研所員がな る習

慣 になっている。基研 の研究会 の報告はいつ も 「物性研究」 に掲載 されてい る。昨年か ら今年

にかけて,そ の基研 の所員に移動 が続 いてい る。昨年4月 の蔵本 さんの着任,9月 の米沢 さん

の転 出,そ の後任 として今年 の4月 には山田耕作 さんが着任予定であ り,そ の同 じ4月 に本 誌

の編集長 で もある氷上 さんの転 出が予定 され,そ の後任 の公募 も決 まった。湯川 先生 とい う大

黒柱 を失 ったプ ログ レス とは少々事情 が違 うが,「 物性研究」 の方 も実務 体制の変更が余儀 な

くされる。

プログ レスでは,湯 川先生 のご逝去 であとのこ とを考 える必要 が生 じ,規 約な どをひ っ くり

返 してみた ところ,Editorの 決め方 が決 まってい ない ことがわか り,あ わてている。じつ をい

うと,そ の点 「物性 研究」 も似た りよった りで,基 研所員 はその職 務 として 「物性研究」 の編

集 を行 うべ しとい うことが決 まっているわけで もない。毎月刊行が続 け られ るだけの投稿 があ

り,刊 行 の財政的な支 えになる読者がい るこ とを,「 物 性研究」 の存在価値の証明 として,そ

れな らば,と い うことで編集 ・刊行 を続 けてきた とい うのが実情だろ う。 しか し,編 集 ・刊行

のための規約 の有無 よ りは,そ の存在価値 の証明の方 がずっ とず っと大事 なことだ。それ があ

る限 りは,所 員が どう変わ って も 「物性研究」 は基研 で発行 され続 けることになると思 う。

氷上 さん,ご 苦労 さま。新 しい所員 の方々,よ ろ しく。(Y.N.)

一 一 一 駕一 一

VoL38Nα1(!982年4月 号)よ り1981年12月 号 でお知 らせ しました よ うに 本 誌裏 表紙

はこれまでの価格 にな ってお りますが個人会員について は封筒の表 に表示 した金額 が新会費 で

す 。
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「球形および遷移領域核 における

低い集団運動状態の微視的研究

対モー ドと四重極モー ド間

の動力学的相互作用 」

MicroscopicStudyofLow-LyingCollectiveStates

inSpherica―and丁ransitionalNuclei

-Dyn∂mic∂ ノ'nterp/ayhetweenPairing∂nd

Ou∂druρ01enaodes―

原 子 核 の 巨 視 的 模 型 で あ る と こ ろ の ボ ー ア ・モ ッ テ ル ソ ン 模 型 の 基 礎 と な っ て い る 考 え 方,す な

わ ち 核 の 球 形 ― 変 形 の 「相 転 移 」は,核 子 閤 相 関 の 立 場 か ら 見 れ ば,対 相 関 と四 重 極 相 関 と の 間 の 競

争 に よ っ て 支 配 さ れ て い る と 考 え ら れ る 。 こ れ ら の 相 関 に 特 有 な 集 団 的 素 励 起 子 は,そ れ ぞ れ 対 振

動 モ ー ド と 四 重 極 振 動 モ ー ドで あ る 。 原 子 核 が 有 限 量 子 多 体 系 で あ る こ と に よ り,こ れ ら の モ ー ド

は か な り 大 き な モ ー ド間 相 互 作 用 に よ る 非 調 和 効 果 を 伴 う も の と 考 え ら れ,実 験 デ ー タ も そ れ を 示

唆 し て い る 。

本 号 は,こ の 非 調 和 効 果 を 取 扱 う 微 視 的 理 論 の 歴 史 と 現 状 を 概 観 し,新 し い 理 論 を 提 唱 し,こ れ

を 広 い 領 域(A:一;:70～120)の 偶 々 核 お よ び 奇 核 に 適 用 し て 計 算 を 行 い,実 験 と 比 較 し た 成 果 を ま

と め た も の で あ る 。
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sitionalNuclei.,■ ■..._.....一 ■...■.....T.Marumori,K.Takadaa耳dF.Sakata

Chapter2

0utlineoftheMode-ModeCouplingTheory.......F.Sakata,T.MarumoriandK.Takada

Chapter3

ANewMicroscopicMethodforDescribingtheElementaryModesofExcitationintheIntrinsic

Subspace―1)ressedn-9uasiρartieleModesandMulti-PhononExcitation-........ .....

一■.■ ■.....。....■ ■.....,.e■.K.Takada,K.Kaneko,F.SakataandS.Tazaki

Chapter4

DynamicalInterplaybetweenPairingandQuadrupoleCorrelations-Anharmonicityinthe

So・CalledTwo-PhononTriρletStatesinMedium-HeavylVuclei-。........... .....。..

■■■e.,..,...一 一......■ ■.....S.Tazaki,K.Takada,K,KanekoandF.Sakata

Chapter5

DynamicalInterplaybetweenPairingandQuadrupoleCorrelationsinOdd-MassNuclei........

.,.t■.■ ■...,...,.......。...K.Kaneko,K.Takada,F.SakataandS.Tazaki .

頒価 麗 翻9艦 麗諜 雲欝灘 瓢 藍論 欝
.)

5月20EI発 行

振 替貯 金 口座 京都3977番

〒606京無 区耀 魏 論物理学刊行螺 銀繍 警 鷲 慧



SupplementoftheProg.Theor.Phys.

1975No.57SelectedTopicsinSemiconductorPhysics.__....__...Y.Hamakawaetaエ

No.58、ElementaryModesofE文citationinSphericalOdd-MassNuclei。....T.Marumorietal

1976N.o.59ExactTreatmentofNonlinearLatticeWaves..................M.Todaeta止

No.60BetaDecayandNuclearStructure...............。...._.M.Moritaetal.

1977No.61Few-BodyProblemsilNuclearSys'tem...,......_..._..T.Sasakawaetal.

No.62MicroscopicMethodsfortheInteractionsbetweenComplexNuclei......___..

...................。.曾...............,.M.KamimuraetaL

1978No.63ASurveyofQuark-LineRule_.._..__._..__...__..S.Okul)o

ConstituentRearrangementModelandHadronReactions..........S.OtsukietaL

ModelsofBjorkenScalingViolation..。.................K.Matumotoetal.

No.64NonlinearNonequilibrium'StatisticalMechanics― 」PXoeeedingsofthe1978

0fiSeminaratKbeoto,JJulyIO～14,1978― 。._...._.._..H.Morietal.

1979No.65EffectiveInteractionsinNuclearModelsandNuclearForces........S.Nagataetal.

No.66LocalCovariantOperatorFormaHsmofNon-AbehanGauge

TheoriesandQuarkConfinementProblem_......._,,T.Kugo&1.Ojima

No.67TheoryofElementaryPart且clesExtendedinSpace-Time.,........。0.Haraetal.

1980No.68ComprehensiveStudyofStructureof .LightNuclei

-BasedontheViewpointO
.fAlpha『Clusterα)n『elationsand

MoleeularStrueture―.........。.................H.HoriuchietaL

No.69ProgressinStatisticalandSohdStatePhysics..,.__.........M.Suzukietal.

1981No.70EvolutionoftheUniverse,StarsandtheSolarSystem................,'...

....。............R。Hoshi,T.Nakano,H.Sato&D.SugimotoetaL

頒 価 私 費 払 公 費 払

Nos。57,58,59,60,61,62¥2,400¥3・600

Nos・63,65 ..¥2・700¥4・000

No.64¥4,200¥6,300

No.66¥2,000¥3,000

No.67¥3,000¥4,500

No.68¥4,000¥6,000

No.69¥4,800,¥7,200

No.70¥3,600¥5,400

切 取 線

注 文 書
SUPPlementNe.部

氏 名

所.属 機 関 名

送 本 先

送 金 額.金 円



講 読 規 定

個 人 講 読

1.会 費:当 会 の 会 費 は前 納 制 を とっ て い ます 。 した が っ て 、3月 末 ま

で に な るべ く1年 間 分 会 費 を 御 支 払 い下 さい 。

な お 新 規 講 読 お 申込 み の場 合 は下 記 の 会 費 以 外 に入 会 金 と し

て 、100円 お支 払 い 下 さい 。

1年 間の 会 費

1stvQlume2,340円

2ndvolume2,340円

計4,680円

(1年 分 ま とめ て お支 払 い が 困 難 の 向 きは1VQIume分 ず っ

で も結 構 で す)

2.支 払 い の 際 の注 意:な る べ く振 替 用 紙 を御 利 用 の上 御 納 入 下 さい 。

(振 替貯 金 口座 京 都5312)

な お通 信 欄 に送 金 内 容 を必 ず 明記 して 下 さ い。

雑 誌 購 読 者 以 外 の代 理 人 が購 読 料 を送 金 さ れ る場 合 、 必 ず 購 読 者

本 人 の 名 前 を明 記 して 下 さい。

3.誌 代 の支 払 遅 滞 の場 合:当 会 の原 則 と して は、 正 当 な理 由 な く2

Vols.以 上 の誌 代 を滞 納 さ れ た場 合 に は 、送 本 を停 止 す る こ と に な っ

て い ま す の で 御 留 意 下 さ い。

4.一 括 送 本 を受 け る場 合:個 入 購 読 中 に 大学 等 で 一 括 配 布 を受 け る

様 に な っ た場 合 は 、 必 ず 「個 人 購 読 中止 、一 括 配 布 希 望 」 の 通 知 を

して 下 さ い 。 逆 の 場 合 も同 様 で す 。

5.送 本 先 変 更 の 場 合:住 所 、勤 務 先 の 変 更等 送 本 先 が 変 った場 合 は 、

必 ず送 本 先 変 更 届 を提 出 して 下 さい 。

学 校 、研 究 所 等 機 関 購 読

1.会 費:学 校 ・研 究 所 等 で の 購 読 及 び個 人 で あ っ て も 公 費 払 いの と

き は機 関 会 員 とみ な し、 代 金 は、1冊730円 、1VoL4.380円 、 年

間8.760円 で す 。 こ の場 合 、 入 会 金 は不 用 で す 。 学 校 、研 究 所 の 会

費 の 支 払 い は 後 払 い で も結 構 で す 。 しか し購 読 申込 み を され る時 に

支 払 い に必 要 な請 求 、 見積 、 納 品 書 各 何 通 必 要 なの か を お 知 らせ 下

さ い。

な お、 当 会 の 請 求 書 類 で は支 払 い がで き ない 様 で した ら、 貴 校 、

貴研 究機 関 の 請 求 書 類 を送 付 して 下 さい。

2.送 本 中 止 の場 合 の 連 絡:発 行 途 上 に あ るvolumeの 購読 途 中 中 止

は 認 め ら れ ま せ ん 。 購 読 中 止 され る場 合 に は 、1ケ 月前 ぐ ら い に中

止 時 期 を明 記 して 「購 読 中 止 届 」 を送 付 して下 さ い。

雑 誌 未 着 の 場 合.発 行 日よ り6ケ 月以 内 に 当 会 まで ご連 絡 下 さい 。
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